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一
平
成
六
年
第
一
固
定
例
会
が
、

聞
の
臼
自
慢
で
聞
か
れ
ま
し
た
/

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
六
年
度
各
会
計
予
算
お
よ
び
条
例
の
制
定
な
ど
六
十
七
件
の

市
長
提
出
議
案
を
審
議
し
、
す
M
ヘ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
員
祭
出
議
案
一
件
、
意
見
書
五
件
、
陳
情
六
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、

派
の
代
表
質
疑
が
七
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
六
年
度
各
会
計
予
鍍
議
案
に
つ
い
て
は
、

特
別
委
員
会
申
告
設
置
し
、
審
蓋
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
=
十
三
日
ま
で
の
二
十
八
日

各
.0. zェ

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査

総
額
五
千
四
百

一
億
八
千
七
百
万
円
の

新
年
度
予
算
を
可
決

予
岱
関
係

Jo-
-

平
成
六
年
度
各
会
計
予
箆

平
成
六
年
度
各
会
計
予
鈴
は
、
明
細
社
、
教
育
な
ど
の
ソ

フ
ト
函
の
鉱
充
、
道
路
、
公
園
、
下
排
水
な
ど
の
生
活
関

連
絡
設
の
堅
備
、
地
械
に
密
送
し
た
区
行
政
の
充
実
、
地

織
経
済
の
活
性
化
と
中
小
企
甜
皿
金
制
問
対
策
の
強
化
な
ど
を

図
る
た
め
、
前
年
一度
と
比
較
し
て
七
百
億
百
万
円
(
十
四

・

九
%
)
惜
の
総
額
五
千
四
百
一
億
八
千
七
百
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
鋒
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
と
比
鮫
し
て
百
十
四
億
八
千
万
円
(
四
・

0

%
)
治
の
三
千
十
二
億
三
千
万
円
に
、
特
別
会
計
(企
業
会

計
を
含
む
十
八
会
計
}
に
つ
い
て
は
、
五
百
八
十
五
億
二
千

百
万
円
(
一
二
十
二
・
四
%
)
泡
の
二
千
三
百
八
十
九
億
五
千

七
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
妥
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福
批
施
設
や
老
人

保
健
館
設
の
建
設
事
業
繍
助
金
な
と
、
七
十
六
億
一
一
千
五

百
八
十
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計

の
予
算
総
額
は
、
三
千
九
十
二
億
四
千
六
十
八
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
五
年
度
符
別
会
計
鋪
正
予
箆
(
企
業
会
計
を
含
む
〉

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
綴
開
設
給
付
貨
な
ど
、

下
水
道
事
業
会
計
に
管
渠
布
設
費
な
ど
、
七
事
業
会
計
合

わ
せ
て
二
十
億
四
千
六
百
九
十
三
万
円
を
追
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

一
千
八
百

六
十
四
億
六
千
七
十
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

。。。

情
報
公
開
条
例
を
制
定

条
例
関
係
、
.

千
葉
市
情
報
公
開
条
例
の
制
定

公
文
容
の
公
開
を
請
求
す
る
市
民
の
権
利
を
閥
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
情
報
公
開
の
縫
進
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

乳
幼
児
の
医
師
刷
費
の
助
成
に
閲
す
る
条
例
の
一
部
改
正

乳
幼
児
の
入
院
・
通
院
に
係
る
医
療
費
の
助
成
銭
図
を
狐

大
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

壬
泉
市
障
害
者
更
生
相
訟
所
条
例
の
制
定

障
害
者
の
更
生
岨
援
護
を
目
的
と
し
た
、
陣
容
者
更
生
相

談
所
を
美
浜
区
一
一
U

向
浜
二
丁
目
に
訟
置
す
る
た
め
条
例
を
制

定
し
ま
す
。

千
葉
市
水
洗
便
所
改
造
等
資
金
助
成
条
例
の
一
都
改
正

水
洗
便
所
改
造
等
資
金
の
貸
し
付
け
限
度
額
を
引
き
上

げ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

土
地
の
取
得

仮
称
中
央
図

g
館
・
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
用
地

と
し
て
、
中
央
区
弁
天
三
丁
目
の
土
地
を
日
本
国
有
鉄
道

清
算
事
業
団
か
ら
五
十
二
億
一
千
七
百
八
十
四
万
円
余
で

思
得
し
ま
す
。

仮
称
千
葉
市
少
年
自
然
の
家
の
用
地
と
し
て
、
長
生
務

長
柄
町
の
土
地
を
九
億
四
千
五
百
十
二
万
円
余
で
取
得
し

ま
す
。

工
事
詰
負
契
約

仮
称
新
浜
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
管
理
練
の
新
築
工
事

を
、
三
億
八
千
四
百
十
九
万
円
で
行
い
ま
す
。

稲
毛
海
浜
公
園
仮
称
花
の
美
術
館
新
築
工
事
な
ど
を
二

十
三
億
四
千
二
百
二
十
=
万
円
で
行
い
ま
す
。

• 

人
事
案
件

助
役
に
、
鶴
岡
啓
一
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

• 
この市議会だよりは再生紙を使用しています。





。
委員会審査から

No4 ちぱ市蹟会だより

常
任
委
員
会

各
委
員
会
が
三
月
十
四
日
に
閃
か

れ
、
付
託
さ
れ
た
四
十
五
議
案
に
つ
い

て
審
否一
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
際
情
六
件
を
審
査
し
、

不
採
択
三
件
、
継
続
審
査
三
件
と
な
り

ま
し
た
。

総
務
委
員
会

(
所
管
H
総
務
局
、
企
箇
調
笠
局
、
財
政

局
な
と
)

一
般
会
計
補
正
予
算
、
情
報
公
開
条

例
の
制
定
な
ど
、
認
案
七
件
を
審
査

し
、
情
報
公
開
審
査
会
や
年
間
の
対
象

公
文
書
獄
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

民
生
教
育
一
議
員
会

(
所
管
H
市
民
生
活
局
、
教
育
委
員
会
)

一
般
会
計
補
正
予
算
、
仮
称
中
央
図

寄
館
。
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
用
地

の
取
得
な
と
、
議
案
=
十
六
件
、
際
情

三
件
を
富
山
査
し
、
由
民
収
土
地
代
金
の
決

定
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

V
学
窓
係
官
同
の
制
度
化
(
条
例
制
定
)
を

求
め
る
際
情

不
採
択

な
お
、
一
月
二
十
五
日
に
も
委
員
会

が
閃
か
れ
、
干
葉
市
高
齢
香
保
鍵
循
純

計
画
{
案
)
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

環
焼
消
防
委
員
会

(
所
管
H
環
段
衛
生
局
、
漏
出
同
局
、
消
防

局
、
水
道
局
)

一
般
会
計
補
正
予
算
、
廃
棄
物
の
適

正
処
潔
及
び
湾

利
用
等
に
関
す

る
条
例
の
-
部

改
正
な
ど
‘
議

案
六
件
、
際
情

二
件
を
富
山
査

し
、
ご
み
排
出

盛
の
現
況
な
ど

に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し

た
。

V
土
気
録
の
森

工
業
団
地
の
バ

イ
オ
な
ど
先
鰯

銭
術
業
務
の
安

全
性
健
保
を
求

平成6年(1994年)4月

め
る
陳
情

経
済
建
設
委
員
会

(
所
管

n経
済
農
政
局
、
建
設
局
な
ど
)

一
般
会
計

'
圃
電
図
書
面

m・
隈
芸

術
正
予
算
、
国
圃
曹
雲
母
鴻
甥
割
画

酬

霊

祭

活

排

面

軍
騒

宝

h
量
四

水
一
窃
出
来
特
別
民
霞
撞
冨
富
病
凶
揚
副

会
計
補
正
予
猪
拠
開
d
阻
圃
E
圃
闘
罷

算
な
と
、
議

翼

語

圏
V
圃
掴
凋
磁
瞳

警
一
件
、
限
哩
嵐
誼
圃
F

A

h

m
棚
田
盟

情
一
件
を
審
理
調
理
領
陣
幽
園
開
器

査
し
、
メ
ツ

E
四
圃
爾
悶
濯
規
副
院
闘
魁

セ
建
設
事
業
掴
謹
隠
箇
慮
深
幽
間
協
陪

資
負
短
金
に

関
し
、
県

・
市
の
負
担
割
合
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

V
市
営
住
宅
家
賃
値
上
げ
中
止
に
関
す

る
限
情

不
綴
択

な
お
、
二
月
十
六
日
に
も
委
員
会
が

悶
か
れ
、
勤
労
者
館
設
、
い
ち
ご
の
水

総
裁
第
お
よ
び
中
央
卸
売
市
渇
館
設
な

ど
の
鑓
査
や
現
地
筏
察
を
行
い
ま
し
た
。

都
市
下
水
委
員
会

(
所
管
H
都
市
局
、
下
水
道
局
}

下
水
道
重
品
会
計
補
正
予
算
、
稲
毛
海

浜
公
箇
仮
初
花
の
美
術
館
新
築
工
事
読
負

契
約
な
ど
議

案
九
件
を
審

査
し
、
花
の

美
術
館
に
関

し
、
駐
議
湯

や
交
通
ア
ク

セ
ス
の
問
題

な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

不
明
間
択

v
 

廃
禁
物
処
理
問
題
対
策
特
別
蚤
員
会

十
二
月
二
十
一

日
に
聞
か
れ
、
指
定

袋
と
有
料
制
、
縮
大
ご
み
の
有
料
化
お

よ
び
仮
称
三
角
町
清
鍋
工
場
な
ど
に
つ

い
て
誠
査
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会

可

予
算
審
査
特
日目
蚕
員
会

平
成
六
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別

会
計
予
錦
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
三

月
七
自
に
、
全
議
員
で
偶
成
す
る
予
録

審
査
特
別
委
員
会
(
二
分
科
会
}
を
設
鐙

し
、
九
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し

た
。
ま
た
、
予
算
議
案
な
ど
に
対
し
て

総
活
箆
簡
が
、
十
人
の
議
員
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

事事5長メツセ

委

員

長

副

委

員

長

第
一
分
科
会
主
査

同

副

主

査

第
二
分
科
会
主
査

同

副

主

歪

総
井
卓
rチ
{
女

佐
久
間
勝
美

内

藤

錆

夫

石

橋

毅

糸
田
谷
義
男

萩

国

家

な
お
、
三
月
二
十
三
日
の
本
会
議

で
、
市
長
に
対
す
る
九
項
目
の
指
摘
要

望
を
含
め
た
審
査
結
果
と
側
要
に
つ
い

て
、
予四
H
Z
m
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報

告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
各
会
計

の
新
年
度
予
祭
を
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
.

指
摘
要
望
事
項

-
市
備
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
負
抱
に

十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
、
補
助
念

や
交
付
制
明
治
琶
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
発
行
さ
れ
た
い
。

-
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
の
開
設
に
当
た
つ

て
は
、
外
国
人
や
市
民
に
十
分
な
P

R
を
行
う
ほ
か
、
各
様
国
際
交
流
事

業
の
積
径
約
か
つ
充
実
し
た
展
開
を

図
ら
れ
た
い
。

-
次
期
五
か
年
計
画
の
策
定
に
当
た
つ

て
は
、
守
口
区
の
特
性
や
嬰
望
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
全
市
的
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
も
の
と
さ
れ
た
い
。

-
的
出
超
自
転
議
対
策
に
つ
い
て
は
、
迷

怒
駐
車
の
二
仰
を
図
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
紋
霊
祭
止
に
つ
い
て
の
市
民

意
訟
の
溜
震
を
図
る
な
ど
、
な
お
-

間
同
解
消
に
m
m
め
ら
れ
た
い
。

@
一
悩
批
行
政
に
つ
い
て
は
、
多
淫
多
同
憾

な
市
民
要
望
の
円
滑
な
ほ
推
進
に
万
全

を
同
附
さ
れ
た
い
。

-
安
会
な
水
が
飲
め
る
よ
う
地
下
水
の

実
態
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
地
下

水
の
汚
染
地
岡
崎
に
つ
い
て
は
、
よ
水

道
の
布
設
な
と
版
本
的
な
対
策
を
論

じ
ら
れ
た
い
。

@
現
下
の
米
の
供
給
不
足
に
対
す
る
市

内
消
拙
両
者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

引
き
続
き
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

ー、

請願l立、~滋t;:;より国民の塁本的人縫のーっとして保

障されている詰耳目僚に豪づくもので、 国会または地方議

会なとに、所管する事1置について、一定の搭践を希望

し、申し出るものです。

陳情は、議販とは異なり法律上保障されたものではあ

りませんが、国会または地方議会などに、一定の事項に

ついて利容関係のある人が、その実情を訴えて、相当の

鎗置を要望するものです。

議願書は、一人以上の議員の紹介が必要ですが、陳情

蓄は、議員の紹介がなくても提出でき去す。提出は、い

つでも、議長あてにできますが、所管の委員会に付託す

るため、そのっと、締切Bを設けています。

従来は、定例会が招集される六日前までに提出された

ものを、付託していましたが、今回、改正により、議会

開催中の鐙終の議会遥包委員会が関かれる二日前までに

提出されたものも、所管の委員会に付託し、閉会中に審

E草することができるようになりました。

また、陳情については、

委員会限りの審査結果を、

陳情書ヘ通知することに

なりました.

、ーーーーーーーーーーーー乞主ーーーノ

f
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l
-
-
1
1
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そ
行
い
、
米
の
安
定
供
絡
に
努
め
ら

れ
た
い
。

-
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
を
考
慮
し
た
駅
舎
髭
備
を
総
選

す
る
と
と
も
に
、
県
・
市
一
体
と
な

っ
た
事
業
の
展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

@
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
業
務
の

鉱
大
に
即
し
た
人
的
体
制
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
予
算
錆

鐙
を
講
じ
、
普
及
率
の
向
上
に
努
め

ら
れ
た
い
。

主
な
質
問
問
明
白

女
性
行
政
に
つ
い
て

級
会
と
行
政
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

首
都
箇
直
下
型
地
震
に
ど
う
備
・
え
る
か

千
葉
筏
祉
村
術
恕
に
つ
い
て

官
同
前
者
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て

新
治
清
m
m
工
協
の
移
転
と
稼
強
C
地

区
に
つ
い
て

E
M
(有
効
微

生
物
群
)
妓
術

の
応
用
に
つ

い
て

h

郷
土
問
時
物
館

の
内
容
充
実

に
つ
い
て

史
軸
剛
警
備
と

保
護
対
策
に

つ
い
て

総
括
質
問

¥
せ
-
r

~
ら
ナ

必

知
州
-

お
コ

傍
聴
の
ご
案
内

本
会
議
は
、
原
則
と
し
て
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
臆
さ
れ
る
方
は
、
本
会
議
の
当

日
、
議
事
堂
練
一
踏
の
受
付
で
、
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
六
年
第
二
固
定
例
会
は
、
六
月

七
日
か
ら
開
会
す
る
予
定
で
す
。

点
字
版
と
テ
1
プ
版
を
発
行

本
ロ
宅
(
ぬ
4
}か
ら
、
自
の
ご
不
自
由

な
方
に
、
市
議
会
の
活
動
を
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、

「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
の

点
字
版
と
テ

1
プ
版
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

配
布
先
に
つ
い
て

は
、
既
に
「
ち
ば
市
政
だ

よ
り
」
の
点
字
阪
と
テ
ー

プ
飯
に
笠
録
さ
れ
て
い

る
方
で
す
が
、
も
し
、

霊
録
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、
配
布
を
結
盟
さ
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
ご
逮
絡
を
く

だ
さ
い
。

千葉市の

四・季・の tii
望号・ハナナけノハ刊

一集

一
月
山本
に
樹
肉

・
山
川
納
品
、
ス
タ
ー
ト
し

た
従
前
線
は
、
お
よ
そ
二
ヵ
月
か
け
て
千

楽
市
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

済
問
の
紙
の
木
の
下
で
.
品
向
伸
附
も
瞬
時

で
す
が
、
こ
の
祥
一
読
の
瓜
簡
を
猿
し
ん

だ
こ
と
と
悠
い
ま
す
。

今
年
は
二
十
五
年
ぶ
り
の
大
雪
に
見
鍔

わ
れ
る
な
ど
‘
私
た
ち
も
似
の
花
と
同

様
、
同
町
か
〈
な
る
の
を
辛
抱
獄
〈
待
っ
て

い
ま
し
た
。
山
総
身
を
初
挑
色
の
火
で
包
ん

だ
そ
の
凌
を
見
せ
た
時
.
私
た
ち
の
自
に

は
よ
り

一
段
と
餓
や
か
に
映
り
ま
し
た
。

古
来
よ
り
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た

絞
・
日
本
の
花
の
代
名
前
と
し
て
外
悶
ま

で
知
ら
れ
る
鋭
、
私
た
ち
の
心
に
般
か
さ

と
狼
し
さ
を
与
え
て
く
れ
る
桜
、
そ
し
て

可
悦
な
花
び
ら
を
終
と
し
て
も
な
お
組
を

残
し
て
い
る
似
に
、

m
m
気
国
付
加
聞
の
闘
い
を

込
め
て
・
・・表
紙
か
ら
。

-

J
〉

お
読
み
に
な
り
ま

な
f
'

一戸、
/
¥
J
'
し
て
‘
お
気
付
き
の

門
脈
恥
・

V
4
b
o
点
が
あ
り
ま
し
た

弓
Jh
y
y
-
3

ら
.
ご
怠
見
、
ご
悠

一
〈
4

4
ぺ
ff
〉

削
却
を
お
側
か
せ
〈
だ

-

t
u
‘J
、
さ‘。

『
ち
ば
市
総
会
だ
よ
り
」
発
行
繁
員
会

泌
総
先
議
会
明
務
川

・
削刷出品制同

g
ニ
凶
五

・
五
凶
七
二

次
勾
「
ち
ば
市
総
会
だ
よ
り
ぬ
5
」で

は
.
平
成
六
年
第
二
問
中
比
例
会
の
線
子
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
.

編

後

記'
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